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平
成
十
六
年
度
に
整
備
さ
れ
た

亀
嵩
温
泉
玉
峰
山
荘
入
口
に
あ
る

「
酒
蔵
奥
出
雲
交
流
館
」
が
昨
年

八
月
に
国
土
交
通
省
か
ら
「
道
の

駅
」
と
し
て
認
可
を
受
け
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

四
月
二
十
七
日
に
、
国
土
交
通
省

松
江
国
道
事
務
所
の
島
村
喜
一
所

長
を
は
じ
め
関
係
者
六
十
人
が
出

席
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
交
流
館
は
、
島
根
県
内

で
二
十
一
番
目
の
駅
と
な
り
、
道

の
駅
と
し
て
の
基
本
的
な
機
能
で

あ
る
二
十
四
時
間
使
用
で
き
る
ト

イ
レ
、
公
衆
電
話
、
交
通
情
報
等

が
取
得
で
き
る
道
路
情
報
端
末
機

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
道
か
ら
の
進
入
路
も

整
備
し
、
施
設
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

出
入
り
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
一
層
の
情
報
発
信
、
地
域

連
携
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
。大

火
を
逃
れ
、
今
語
る

　
終
戦
間
際
の
昭
和
二
十
年
四
月

十
八
日
、
約
四
百
八
十
戸
を
焼
き

尽
く
し
た
三
成
大
火
で
消
失
を
逃

れ
た
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
四

月
十
五
日
、
三
成
小
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
田
中
寿
紀
さ
ん

は
「
ピ
ア
ノ
に
刻
ま
れ
た
人
々
の

歴
史
や
記
憶
を
失
っ
て
は
い
け
な

い
。
人
が
忘
れ
か
け
て
い
る
大
切

な
心
を
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
振
り
返

り
た
い
」
と
昨
年
末
か
ら
同
窓
生

の
有
志
と
実
行
委
員
会
を
作
り
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ピ
ア
ノ
は
、
昭
和
十
一
年

老
朽
化
し
て
い
た
三
成
小
学
校
が

改
築
さ
れ
、
そ
の
落
成
記
念
と
し

て
同
窓
生
ら
が
寄
贈
し
、
三
成
大

火
か
ら
は
先
生
方
の
手
に
よ
っ
て

難
を
逃
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
校
の
授
業
や
学
校

行
事
、
昭
和
三
十
年
代
は
町
の
愛

好
家
が
開
く
コ
ン
サ
ー
ト
で
活
躍

し
、
戦
後
復
興
の
中
で
は
町
民
の

心
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
河
野
康
弘
さ
ん
（
東
京
都
在

住
）
も
語
り
を
交
え
な
が
ら
、
大

火
に
遭
っ
た
ピ
ア
ノ
を
演
奏
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
ピ
ア
ノ

の
伴
奏
に
よ
り
全
員
で
「
ふ
る
さ

と
」
を
合
唱
し
、
四
半
世
紀
ぶ
り

に
目
覚
め
た
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
約

二
百
人
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
横
田
大
市
本
町
通
り
は
、
歴
史

的
な
建
造
物
が
数
多
く
あ
り
、
か

つ
て
中
国
地
方
で
も
屈
指
の
牛
馬

市
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
見
過
ご
さ
れ
が
ち
と
な
っ

て
い
る
景
観
や
街
の
良
さ
を
再
発

見
し
、
人
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
合

い
を
通
し
て
地
域
を
見
直
そ
う
と
、

横
田
大
市
実
行
委
員
会
や
商
工
会

が
中
心
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
手
作
り
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
島
根
デ
ザ
イ
ン
学
校
・

天
の
む
ら
く
も
窯
の
共
同
展
、
エ

ビ
ネ
展
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
人
達
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
本
町
会

館
（
旧
山
陰
合
同
銀
行
横
田
支
店
）

で
は
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
横
田

め
ぐ
み
さ
ん
と
昨
年
日
本
政
府
に

拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た

松
本
京
子
さ
ん
（
米
子
市
）
の
写

真
展
が
開
催
さ
れ
、
九
日
間
で
約

千
二
百
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
九
日
に
は
、
松
本

京
子
さ
ん
の
兄
、
孟
さ
ん
の
講
演

会
が
あ
り
、
来
場
者
は
「
拉
致
問

題
は
決
し
て
人
ご
と
で
は
な
く
、

身
近
な
問
題
で
あ
る
」
と
改
め
て

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
立
花
邦
朗
会
長

は
、
「
立
場
は
違
え
ど
も
、
決
し

て
他
人
事
で
は
な
く
、
た
と
え
小

さ
な
活
動
で
も
、
訪
れ
た
方
々
の

意
識
を
変
え
、
こ
の
横
田
大
市
の

地
か
ら
、
日
本
全
国
へ
草
の
根
運

動
が
広
が
り
、
拉
致
問
題
が
一
日

で
も
早
く
解
決
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
十
月
に
鳥
取
県
米
子
市
で

開
催
さ
れ
る
第
九
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
に
向
け
た
決
起
大
会
が

四
月
二
十
五
日
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
仁
多
で
開
催
さ
れ
、
畜
産
農
家
、

和
牛
改
良
組
合
関
係
者
約
二
百
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
全
国
和
牛
登
録
協

会
専
務
理
事
の
吉
村
豊
信
氏
に
よ

る
記
念
講
演
も
開
催
さ
れ
「
第
九

回
全
共
の
ね
ら
い

と
和
牛
改
良
組
合

の
役
割
」
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
、

関
係
者
は
繁
殖
技

術
の
向
上
や
栄
養

度
管
理
の
徹
底
を

改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
島
根
県

の
出
品
候
補
牛
頭

数
は
百
二
十
八
頭
で
、

七
月
二
十
一
日
の

最
終
選
抜
会
で
二

十
七
頭
の
出
品
牛

が
決
定
し
ま
す
。

　
そ
の
内
本
町
で
は
、
出
品
候
補

牛
に
十
七
頭
が
選
ば
れ
て
お
り
、

既
に
第
五
回
大
会
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
第
五
区
繁
殖
雌

牛
群
で
は
、
奥
出
雲
町
か
ら
の
出

品
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
全
共
は
、
五
年
に
一
回
開
催
さ

れ
る
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
仁

多
牛
の
名
声
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
　

　
大
会
の
最
後
に
は
、
ス
テ
ー
ジ

で
候
補
牛
飼
育
者
と
持
手
の
紹
介

が
あ
り
、
本
町
の
候
補
牛
が
各
区

の
島
根
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、

全
共
で
の
上
位
入
賞
を
果
た
す
べ

く
、
参
加
者
全
員
が
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　勝田さんは、昭和２６年警視庁へ採用され、以来４０年余りの永きにわ
たり島根県警察本部生活保安課長、同鑑識課長、掛合警察署長、安来警察
署長などの要職を歴任、主に刑事部門を担当され、地域の安全と治安維持
に尽瘁されました。
　その功績により、今回叙勲の栄に浴されました。
　なお勝田さんは現在、奥出雲町初代教育委員長として本町の教育振興に
御尽力いただいています。

講
演
す
る
吉
村
氏

▲

▲オープニングを祝い代表者によるくす玉割

河
野
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏

▲

▲候補牛飼育者並びに持手の皆さん

▲多くの方が来場

▲早期解決を訴える松本孟さん


